
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

      
 

          

 

常
名
の
天
神
山 

進
修
創
刊
号
（
明
治
33
年
１
月
刊
）
に
「
遊

天
神
山
記
」
と
題
し
た
第
二
年
級
、
田
中
久
一

氏
の
作
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
で
、

「
天
神
山
ハ
、
我
ガ
郷
ヲ
去
ル
一
里
、
常
名
村
ニ
ア

リ
。
閑
雅
幽
寂
ノ
地
、
頗
ル
眺
望
ニ
富
ム
。
」
と
常

名
村
の
天
神
山
を
紹
介
し
て
い
る
。
常
名
村
と

は
、
江
戸
期
か
ら
明
治
22
年
ま
で
の
村
名
で
、

明
治
22
年
に
、
常
名
村
は
中
貫
・
今
泉
・
小
山

崎
の
３
か
村
と
合
併
し
、
都
和
村
の
大
字
の
一

つ
に
な
る
。
昭
和
23
年
、
都
和
村
は
土
浦
市
に

合
併
さ
れ
、
常
名
は
現
在
の
板
谷
町
・
中
都
町

・
並
木
五
丁
目
・
西
並
木
町
・
東
並
木
町
・
常

名
町
・
若
松
町
と
称
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
作
文
が
書
か
れ
た
明
治
30
年
代

に
は
行
政
上
の
常
名
村
は
無
く
な
っ
て
い
た
の

だ
が
、
日
常
的
に
は
旧
村
名
が
使
わ
れ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
天
神

山
は
今
の
西
真
鍋
・
殿
里
の
西
に
隣
接
す
る
常

名
町
集
落
の
背
後
に
あ
る
丘
陵
で
あ
る
。 

「
今
コ
コ
ニ
、
明
治
戊
戌
八
月
、
暑
中
休
暇
ニ
際
シ
、

初
メ
テ
登
山
ヲ
果
ス
。
此
山
甚
高
カ
ラ
ズ
ト
雖
ト
モ
、

巉
巖
峻
峭
、
屹
立
ス
ル
コ
ト
數
丈
、
岌
乎
ト
シ
テ
墮

チ
ン
ト
欲
ス
。
實
ニ
人
ヲ
シ
テ
、
凛
乎
ト
シ
テ
、
毛

髪
ヲ
堅
タ
シ
ム
、
即
チ
磴
道
ニ
依
テ
、
コ
レ
ニ
登
ル

ニ
、
流
汗
淋
漓
漿
ヲ
ナ
シ
、
歩
履
最
モ
惱
ム
。」 

明
治
31
年
８
月
の
夏
休
み
に
、
初
め
て
こ
の

山
に
登
っ
た
と
あ
り
、
こ
の
山
は
そ
れ
程
高
く

は
な
い
が
、
急
峻
で
あ
る
た
め
、
登
る
の
に
大

変
難
儀
な
思
い
を
し
た
と
記
し
て
い
る
。 

「
磴
ヲ
拾
フ
コ
ト
數
百
級
、
漸
ニ
シ
テ
山
腹
ニ
至
レ

リ
。」 数

百
段
の
石
段
を
登
っ
て
漸
く
中
腹
と
い
う

表
現
か
ら
、
か
な
り
の
高
山
を
想
像
し
て
し
ま

う
。 

「
仰
ゲ
バ
千
年
ノ
古
松
ハ
、
蓊
欝
ト
シ
テ
天
ニ
冲
シ 

                      俯
セ
バ
錦
ヲ
畳
ム
ノ
新
緑
ハ
、
瀟
灑
ト
シ
テ
今
將
ニ

滴
ラ
ン
ト
ス
。
清
風
自
ラ
足
下
ヨ
リ
起
リ
、
思
ハ
ズ

粛
然
ト
シ
テ
歩
ヲ
進
ム
。
山
頂
ニ
一
祠
ア
リ
。
蓋
シ

菅
公
ヲ
祀
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
殿
宇
甚
ダ
宏
大
ナ
ラ
ズ
ト

雖
、
雨
繪
霜
描
、
只
整
然
タ
ル
古
色
ヲ
存
シ
、
却
テ

徒
ニ
丹
青
ヲ
塗
ル
、
近
時
ノ
廟
宇
ニ
勝
ル
ヲ
感
ゼ
リ
。

跌
座
再
拝
、
廟
前
ヲ
辭
シ
テ
眺
屬
ヲ
恣
ニ
ス
。
萬
頃

茫
然
、
沈
碧
瀲
灔
、
新
鏡
ヲ
開
ク
ガ
如
キ
ハ
霞
湖
ナ

リ
。
帆
船
ハ
點
々
風
ヲ
孕
ン
デ
、
白
鷺
ノ
飛
ブ
カ
ト

疑
ハ
レ
。
汽
車
ハ
轟
々
烟
ヲ
吐
イ
テ
、
黑
龍
ノ
カ
ケ

ル
ニ
似
タ
リ
、
雄
峻
奇
聳
、
浮
黛
蒼
翠
、
馬
耳
ノ
立

ツ
ガ
如
キ
ハ
波
山
ナ
リ
。」 

山
上
に
聳
え
立
つ
巨
木
や
鬱
蒼
と
茂
る
森
に

感
嘆
し
、
山
頂
に
鎮
座
す
る
祠
を
、
古
色
蒼
然

で
趣
の
あ
る
社
殿
で
あ
る
と
崇
め
、
白
帄
の
点

在
す
る
霞
ヶ
浦
、
そ
の
畔
を
煙
を
吐
い
て
走
る

常
磐
線
、
そ
し
て
男
体
・
女
体
二
峰
が
聳
え
る

筑
波
山
も
一
望
の
も
と
に
あ
る
と
、
こ
の
地
の

眺
望
の
素
晴
ら
し
さ
を
讃
え
て
い
る
。 

 

忘
れ
ら
れ
た
景
勝
地 

 

こ
こ
ま
で
、
こ
の
作
文
を
読
ん
で
き
て
、
現

在
の
天
神
山
に
行
っ
て
み
た
く
な
っ
た
。
本
校

か
ら
僅
か
二
～
三
㎞
の
地
点
、
都
和
南
小
学
校

の
近
く
の
筈
だ
。
こ
の
あ
た
り
は
、
南
東
に
開

け
た
桜
川
の
沖
積
低
地
に
臨
む
新
治
台
地
の
末

端
部
に
位
置
し
て
い
る
。 

台
地
面
は
畑
地
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
台
地

縁
の
急
斜
面
・
崖
の
部
分
は
雑
木
の
森
に
な
っ

て
い
る
。
崖
下
の
湧
水
な
ど
水
の
得
や
す
い
地

帯
は
集
落
の
立
地
条
件
に
好
適
で
、
坂
田
・
常

名
・
殿
里
・
真
鍋
・
木
田
余
と
台
地
崖
下
に
列

状
に
連
な
っ
た
集
落
を
形
成
し
て
い
る
。 

台
地
の
末
端
部
分
に
は
小
さ
な
浸
食
谷
が
樹

枝
状
に
発
達
し
て
お
り
、
浸
食
谷
の
間
に
取
り

残
さ
れ
た
部
分
は
恰
も
独
立
し
た
山
と
い
え
る

よ
う
な
地
形
に
な
る
。
土
地
の
人
々
の
暮
し
と

深
い
関
わ
り
を
持
っ
た
所
謂
里
山
で
、
地
元
で

は
こ
れ
を
○
○
山
と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ん
で

い
る
。
真
鍋
小
学
校
前
の
「
ど
ん
ど
ん
山
」
や

都
和
南
小
学
校
近
く
の
「
弁
天
山
」
な
ど
が
そ

れ
で
、「
天
神
山
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
従
っ

て
標
高
は
高
が
知
れ
て
い
る
。
常
名
付
近
の
台

地
標
高
は
最
も
高
い
所
で
も
30
㍍
弱
で
あ
る

（
新
治
台
地
の
一
部
を
な
す
真
鍋
台
に
あ
る
本

校
あ
た
り
の
標
高
は
約
27
㍍
、
で
あ
る
）
。
台

地
下
の
常
名
集
落
の
海
抜
高
度
が
２
～
３
㍍
だ

か
ら
、
そ
の
比
高
は
20
数
㍍
に
過
ぎ
な
い
。
だ

か
ら
何
も
夏
休
み
に
改
め
て
登
る
ほ
ど
の
山
で

は
な
い
。
ち
ょ
っ
と
し
た
暇
が
あ
れ
ば
、
散
歩

が
て
ら
に
行
け
る
所
だ
。 

 

文
章
に
あ
る
よ
う
に
、
確
か
に
天
神
山
へ
の

平成２２年１２月１４日 

茨城県立土浦第一高等学校 

進修同窓会旧本館活用委員会 

第３０号 

今年,土浦市は市制７０周年という節目を迎え,何とか往

時の活気を取り戻そうと様々な方途の模索がなされまし

た。かつて土浦は水陸交通の要地として賑わい,史跡や景

勝地にも恵まれていました。しかし,今ではすっかり忘れ

られてしまった名所も少なくありません。本号では,こう

した埋没してしまった土浦の景勝地の一つを,明治期の土

中生徒の作文から紹介します。 常名地区背後の天神山 

山頂付近の石段と松の切株 天神山への登り口 



 

 

道
は
険
し
い
。
磴
が
数
百
段
と
あ
る
の
は
大
げ

さ
だ
が
、
百
段
余
り
の
急
勾
配
の
石
段
が
頂
上

ま
で
続
い
て
い
る
。
山
頂
近
く
に
あ
っ
た
と
い

う
数
本
の
古
松
は
枯
れ
て
し
ま
い
、
今
は
そ
の

切
株
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
切
株
の
大
き
さ
か

ら
み
て
、
か
な
り
の
巨
木
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
ひ
と
き
わ
高
い
こ
の
松
は
、
霞
ヶ
浦
を

航
行
す
る
船
の
目
印
と
さ
れ
て
い
た
と
地
元
の

人
は
話
す
。
か
つ
て
の
天
神
社
は
、
八
幡
社
や

羽
黒
社
な
ど
四
社
が
合
祀
さ
れ
て
、
今
は
常
名

神
社
と
名
を
替
え
て
い
る
。
社
殿
も
大
正
11
年

に
再
建
さ
れ
、
本
殿
・
拝
殿
と
も
に
雨
露
を
防

ぐ
た
め
の
上
屋
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
全
貌

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
こ
の
社
殿

の
あ
る
頂
上
一
帯
は
、
五
世
紀
前
半
古
墳
時
代

の
前
方
後
円
墳
で
「
常
名
天
神
山
古
墳
」
と
し

て
、
土
浦
市
指
定
の
史
跡
に
な
っ
て
い
る
。 

こ
こ
か
ら
は
、
桜
川
の
沖
積
低
地
に
広
が
る

土
浦
市
街
が
一
望
で
き
、
筑
波
の
山
並
み
や
霞

ヶ
浦
も
よ
く
見
渡
せ
た
。
天
気
の
い
い
日
に
は

遠
く
富
士
山
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
地

元
で
は
別
名
「
富
士
見
山
」
と
も
呼
ん
で
い
た

と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
景
勝
地
で
あ
っ
た
た
め
、

か
つ
て
は
小
学
生
の
遠
足
で
も
大
変
賑
わ
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
の
山
頂
付
近
は
、

雑
木
林
や
竹
林
が
生
茂
っ
て
い
て
全
く
眺
望
は

き
か
な
い
。
往
時
を
偲
ぶ
縁
（
よ
す
が
）
は
全

く
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

田
中
氏
の
天
神
山
記
述
は
か
な
り
大
仰
な
表

現
で
は
あ
る
が
、
実
際
、
こ
の
地
に
足
を
運
び
、

鬱
蒼
と
し
た
森
に
身
を
置
い
た
時
、
こ
の
文
章

が
語
る
天
神
山
が
そ
れ
程
違
和
感
の
あ
る
も
の

に
は
思
え
な
い
か
ら
不
思
議
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

小
高
い
丘
に
過
ぎ
な
い
里
山
を
、
深
山
幽
谷
の

山
岳
に
見
做
し
て
描
写
し
た
豊
か
な
表
現
力
に

は
驚
嘆
を
禁
じ
え
な
い
。
物
事
に
対
し
、
視
点

を
変
え
て
洞
察
す
る
確
か
な
目
と
、
常
識
に
囚

わ
れ
な
い
瑞
々
し
い
感
性
が
こ
れ
を
書
か
し
め

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

幻
の
滝 

さ
て
、
こ
の
後
に
続
く
文
章
が
問
題
だ
。 

「
眺
ム
ル
コ
ト
数
時
、
去
ッ
テ
崖
下
ノ
清
流
ヲ
吸
ム
。

混
々
ト
シ
テ
岩
ニ
激
シ
砕
ケ
テ
玉
ト
ナ
リ
、
散
ジ
テ

霧
ト
ナ
リ
、
漸
ク
下
ッ
テ
一
條
ノ
瀑
布
ト
ナ
ル
。
落

下
数
丈
、
殷
渹
ト
シ
テ
山
ヲ
振
ハ
シ
、
飛
沫
奔
馳
ス
。

ソ
ノ
状
、
水
ハ
崖
ヲ
悪
ン
デ
噛
ム
ガ
如
ク
、
崖
ハ
水

ヲ
怒
ッ
テ
蹴
ル
ガ
如
シ
。（
以
下
省
略
）」 

 

名
文
で
綴
ら
れ
て
い
る
こ
の
急
流
瀑
布
の
記

述
を
ど
う
現
在
の
常
名
・
天
神
山
に
見
出
し
た

ら
よ
い
の
か
。 

 
清
流
下
っ
て
、
一
條
の
瀑
布
と
な
り
、
数
丈

を
落
下
し
て
、
山
を
震
わ
し
、
飛
沫
奔
馳
す
る

と
あ
る
が
、
こ
の
記
述
通
り
の
情
景
を
素
直
に

と
れ
ば
、
例
え
ば
日
本
百
名
瀑
の
一
つ
で
あ
る

「
袋
田
の
滝
」
ほ
ど
の
も
の
を
想
定
し
て
し
ま

う
。
常
名
界
隈
に
、
そ
ん
な
大
き
な
流
れ
は
全

く
な
い
。
小
さ
な
沢
す
ら
見
当
た
ら
な
い
。
そ

れ
は
、
今
も
昔
も
同
じ
だ
。 

 

常
名
の
天
神
山
に
急
流
の
谷
川
が
存
在
す
る

こ
と
は
地
形
的
条
件
か
ら
見
て
も
無
理
で
あ
る
。

急
流
瀑
布
を
有
す
る
よ
う
な
谷
川
は
、
背
後
に

広
大
な
山
地
を
有
し
、
豊
富
な
水
源
涵
養
地
域

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天
神
山
の
斜
面
は
前

述
し
た
よ
う
に
乏
水
地
域
の
代
表
と
も
い
え
る

洪
積
台
地
の
末
端
部
に
あ
る
崖
錐
で
あ
る
。
大

雨
の
後
に
台
地
上
の
雨
水
が
一
時
的
に
斜
面
を

流
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
常
時
流
れ
下
る
谷

川
な
ど
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。 

台
地
崖
下
の
地
層
か
ら
は
、
台
地
の
地
下
水

が
湧
き
水
と
な
っ
て
流
れ
出
す
こ
と
は
あ
る
。

そ
こ
か
ら
台
地
の
浸
食
谷
で
あ
る
谷
津
田
な
ど

へ
流
れ
出
す
小
川
は
あ
り
得
る
が
、
こ
の
よ
う

な
流
れ
を
「
水
は
崖
を
噛
み
、
崖
は
水
を
蹴
る
」

奔
流
と
し
て
記
し
た
と
は
到
底
思
え
な
い
。 

 

そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
文
章
の

件
（
く
だ
り
）
を
ど
う
捉
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ

ろ
う
か
。
彼
は
天
神
山
に
、
人
が
あ
ま
り
行
か

な
い
奥
深
い
自
然
、
つ
ま
り
「
深
山
幽
谷
」
を

求
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
低
い
な
が
ら
も

一
歩
踏
み
入
れ
ば
、
生
い
茂
る
樹
林
や
険
し
い

山
容
に
「
深
山
」
を
感
じ
、
仄
暗
い
樹
間
に
見

え
隠
れ
す
る
山
肌
の
一
角
に
「
幽
谷
」
を
思
い

描
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
天
神
山

急
崖
が
形
作
る
空
間
構
成
が
醸
し
出
す
情
諏
か

ら
、
枯
山
水
の
庭
園
を
観
る
よ
う
な
視
点
で
捉

え
た
渓
谷
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。 

 

そ
う
読
み
解
く
こ
と
で
、
天
神
山
は
彼
の
想

い
と
重
な
る
「
山
水
」
の
世
界
で
あ
り
、
郷
土

に
、
こ
の
山
紫
水
明
の
地
が
あ
る
の
だ
と
誇
ら

し
げ
に
述
べ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。 

 

土
浦
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
・
天
神
山 

こ
こ
で
参
考
ま
で
に
、『
進
修
』
第
３
号
（
明

治
34
年
７
月
刊
）
に
掲
載
さ
れ
た
第
四
年
級
・

月
笠
子
な
る
生
徒
の
「
土
浦
附
近
の
勝
地
を
記

し
併
せ
て
我
同
窓
諸
子
に
望
む
」
と
い
う
一
文

に
天
神
山
を
記
し
た
部
分
が
あ
る
。 

「
土
浦
町
を
去
る
一
里
程
、
常
名
村
に
あ
り
て
閑

雅
幽
寂
、
頗
る
眺
望
に
富
む
の
一
丘
、
之
れ
を
天
神

山
と
曰
ふ
、
丘
甚
だ
高
か
ら
ず
と
雖
も
、
屹
立
す
る

こ
と
数
丈
、
九
折
の
坂
路
に
沿
う
て
登
れ
ば
、
古
杉

古
松
鬱
蒼
と
し
て
陰
を
な
し
、
晝
な
ほ
日
の
光
を
見

る
こ
と
あ
た
は
ず
、
丘
頂
菅
公
を
ま
つ
る
の
祠
あ
り
、

殿
宇
廢
朽
と
雖
も
皆
古
色
を
存
し
、
人
を
し
て
凛
然

神
威
の
あ
る
と
と
こ
ろ
を
し
ら
し
む
、
堂
に
憑
っ
て

眺
望
を
恣
に
す
れ
ば
、
丘
下
一
眸
の
外
に
い
で
ず
、

碧
波
漾
々
と
し
て
際
な
く
、
白
帆
出
没
す
る
も
の
は

霞
湖
に
し
て
、
遙
か
に
西
南
の
方
に
あ
た
り
て
雲
耶

雲
に
あ
ら
ず
と
疑
は
し
む
る
の
は
富
士
の
山
な
り
、

北
は
遠
く
林
間
を
へ
だ
て
て
ふ
小
田
筑
波
の
諸
峯
高

く
雲
表
に
聳
ゆ
る
を
見
る
、
眞
に
一
幅
の
活
図
畫
な

り
、（
以
下
省
略
）」 

先
の
田
中
氏
の
文
章
に
よ
く
似
て
い
る
。
例

え
ば
、「
我
ガ
郷
ヲ
去
ル
一
里
、
常
名
村
ニ
ア
リ
」

と
「
土
浦
町
を
去
る
一
里
程
、
常
名
村
に
あ
り
て
」
、

「
閑
雅
幽
寂
ノ
地
、
頗
ル
眺
望
ニ
富
ム
」
と
「
閑
雅

幽
寂
、
頗
る
眺
望
に
富
む
の
一
丘
」
、「
此
山
甚
高
カ

ラ
ズ
ト
雖
ト
モ
」
と
「
丘
甚
だ
高
か
ら
ず
と
雖
も
」

な
ど
殆
ど
同
一
の
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
も

し
か
し
た
ら
、
月
笠
子
は
田
中
氏
の
雅
号
だ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
て
当
時
刊

行
さ
れ
た
数
刊
の
『
進
修
』
を
丹
念
に
調
べ
て

み
た
。
創
刊
号
に
あ
の
名
文
を
発
表
し
た
田
中

氏
の
作
品
は
、
そ
の
後
刊
行
さ
れ
た
『
進
修
』

の
ど
れ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
田
中
氏
の
同
級

生
で
あ
っ
た
山
口
剛
・
中
山
庄
一
郎
・
菅
谷
軍

次
郎
ら
は
卒
業
す
る
ま
で
揃
っ
て
『
進
修
』
各

号
に
作
品
を
発
表
し
続
け
て
い
る
。
た
だ
、『
進

修
』
第
２
号
（
明
治
33
年
９
月
刊
）
巻
末
の
「

雑
報
」
の
中
に
、
雑
誌
部
委
員
と
し
て
の
田
中

久
一
の
名
前
が
山
口
剛
や
中
山
庄
一
郎
ら
と
共

に
記
さ
れ
て
い
た
。
あ
く
ま
で
も
推
測
に
過
ぎ

な
い
が
、
田
中
氏
は
『
進
修
』
へ
の
執
筆
よ
り

も
、
そ
の
編
集
に
力
を
注
い
で
い
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
月
笠
子
が
田
中
氏
の
雅
号
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
さ
て
置
き
、『
進
修
』
各
号
に
は

修
学
旅
行
の
紀
行
文
を
は
じ
め
、
休
暇
を
利
用

し
て
の
旅
を
綴
っ
た
作
文
が
数
多
く
載
せ
ら
れ

て
い
る
。
筑
波
山
・
霞
ヶ
浦
は
も
と
よ
り
、
真

鍋
の
総
宜
園
、
高
津
の
西
施
岡
や
愛
宕
山
、
常

名
の
天
神
山
な
ど
は
、
当
時
の
土
中
生
に
と
っ

て
格
好
な
逍
遥
の
地
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
作
文
を
書
い
た
田
中
久
一
氏
を

は
じ
め
、
文
中
に
あ
る
山
口
剛
・
中
山
庄
一
郎

・
菅
谷
軍
次
郎
各
氏
は
い
ず
れ
も
本
校
が
分
校

と
し
て
創
設
さ
れ
た
際
、
最
初
に
入
学
し
た
第

一
期
生
で
あ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。 


